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項目 時間

学術コミュニケーションとは 20分

学術コミュニケーションと図書館サービ
ス（事例）

15分

学術コミュニケーションと研究活動 20分

学術コミュニケーションにかかる最近の
話題

15分

まとめ 5分
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学術コミュニケーションとは

• 『図書館情報学用語辞典』第5版

• “Scholarly Communication Toolkit”（米国大学研究図
書館協会（Association of College and Research 
Libraries、ACRL））

• Scholarly Communication: What Everyone Needs to 
Know (2018)
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図書館情報学用語辞典（第5版）

学術情報流通（scholarly communication）

• 研究成果である学術雑誌の論文や記事等の学術情報を研
究者のコミュニティで共有するプロセス．学術情報の生
産者としての著者は，その利用者としての読者でもあり，
著者と読者が同じコミュニティの構成員であることも多
い．学術情報流通のメディアは，学会協会誌等の会員誌
が担っていた．従来，この会員誌は有料で会費や購読費
がかかり，かつ形態は冊子であった．しかし近年になり，
学術情報はオープンアクセス，電子ジャーナル，機関リ
ポジトリ，イープリントアーカイブを経由する量が急速
に増加し，紙から電子へ，郵送からウェブへ，有料から
無料へ移行が始まり，様相が変貌しつつある．
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（出典：“学術情報流通”. 図書館情報学用語辞典. 第5版. 2013, https://kotobank.jp/word/学術情報流通-2237038, (参照2023-07-08).）



本科目で注目する箇所

•共有される「研究成果」とはなにか

•共有プロセスと研究活動

•「様相が変貌」の背景や要素にはなにがあ
るか
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“Scholarly Communication Toolkit”

定義

•研究およびその他の学術的著作物（writings）が
創造され、その質が評価され、学術コミュニティ
に配布され、将来の利用のために保存される制度
（system）のこと。この制度には、査読付き雑誌
による出版などのフォーマルコミュニケーション
と、メーリングリストなどのインフォーマルコ
ミュニケーションの両方が含まれる。
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（出典：Association of College and Research Libraries. “Scholarly Communication Toolkit.” 2023-06-27, https://acrl.libguides.com/scholcomm/toolkit, 
(accessed 2023-07-08).）
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研究、データ
収集・分析

発見・流通 執筆

公表
（出版）

ピアレビュー

研究者
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出版者
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（出典：Association of College and Research Libraries. “Scholarly Communication Toolkit.” 2023-06-27, https://acrl.libguides.com/scholcomm/toolkit, 
(accessed 2023-07-08).）



学術コミュニケーションにおける大学図
書館の役割
• オープンスカラシップ（学術研究のオープン化）を戦略的に支援し、従
来の学術出版の経済的課題に積極的に対応するコレクション構築方針の
採択、およびコレクション構築予算の配分見直し

• 購読誌とオープンアクセス誌の両方の評価を支援するツールやスキーマ
の開発

• 研究者の識別システムの援助、およびオルトメトリクスの利用の促進に
より、研究者の研究のインパクトを最大化することを通じた研究者への
支援

• 図書館による出版プラットフォームの開発およびホスティング
• 研究および教育における資料の保存、アクセス、利用、および発見を促
すためのフェアユース権の活用、およびその活用を促す他者への主体的
な働きかけ

• 知的財産権に関する研究者への教育、および出版契約の解釈と修正に関
する支援

• 学術研究のオープンアクセスに向けたアドボカシー
• 資金提供者のパブリックアクセス義務遵守の円滑化
• 研究機関の研究成果の収集、発表、発見の最大化に資する機関リポジト
リの開発と運用
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（出典：Association of College and Research Libraries. “Scholarly Communication Toolkit.” 2023-06-27, https://acrl.libguides.com/scholcomm/toolkit, 
(accessed 2023-07-08).）



Toolkitの目次
• 概要

• 多様性と包括性

• 多様性（Diversity）、公平性（Equity）、包括性（Inclusion）、利用可
能性（Accessibility）（DEIA）の交差点にある学術コミュニケーション

• ニュース

• 学術出版

• 出版の経済的側面、学術雑誌の評価、研究成果の効果測定、図書館による
出版プログラム

• 著作権

• フェアユース、著者の権利

• 研究成果の利用

• オープンアクセス方針および出版、公開利用および資金提供者（funder）
による義務化、ACRLの方針書

• リポジトリ

• 研究データ管理

• 関連する話題
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（出典：Association of College and Research Libraries. “Scholarly Communication Toolkit.” 2023-06-27, https://acrl.libguides.com/scholcomm/toolkit, 
(accessed 2023-07-08).）
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研究、データ
収集・分析

発見・流通 執筆

公表
（出版）

ピアレビュー

（出典：Association of College and Research Libraries. “Scholarly Communication Toolkit.” 2021-10-22, https://acrl.libguides.com/scholcomm/toolkit, 
(accessed 2022-06-16).）



Scholarly Communication: What 
Everyone Needs to Know (2018)

11

リック・アンダーソン著 ; 宮入暢子訳. 学術コミュニケーション
入門 : 知っているようで知らない128の疑問.  アドスリー, 丸善
出版 (発売), 2022.



Scholarly Communication: What 
Everyone Needs to Know (2018)

定義（1章 定義と歴史）

• 学術コミュニケーションとは、研究成果の著者や創作者
が、自分たちの研究活動についてお互いに、また世界の
人々と情報共有するさまざまな方法を指す、包括的な用
語のようなものである。学術コミュニケーションは、ご
く一般的には次のような形をとっている。

• 学術雑誌論文、単行書、研究報告、予稿（プレプリン
ト）、白書、ポジションペーパー、会議論文および発表
資料、ポスター、会議録、学位論文、データセット、マ
ルチメディア作品、ブログ

12

（出典：Anderson, Rick. Scholarly Communication: What Everyone Needs to Know. Oxford University Press, 2018.）



本書の目次

• はじめに

• 1章 定義と歴史

• 2章 研究者とは何者か、なぜ
コミュニケーションするのか

• 3章 学術コミュニケーション
市場とはどのようなものか

• 4章 学術出版とはなにか、ど
のように機能しているか

• 5章 著作権の役割とはなにか

• 6章 図書館の役割とはなにか

• 7章 大学出版局の役割

• 8章 グーグルブックスとハー
ティトラスト

• 9章 自然科学（STEM）と人文
社会科学（HSS）のニーズと実
践

• 10章 指標とオルトメトリクス

• 11章 メタデータとその重要性

• 12章 オープンアクセス： 可
能性と課題

• 13章 学術コミュニケーション
における問題および論議

• 14章 学術コミュニケーション
の将来
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（出典：Anderson, Rick. Scholarly Communication: What Everyone Needs to Know. Oxford University Press, 2018.）
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学術コミュニケーションとは 20分

学術コミュニケーションと図書館サービ
ス（事例）

15分

学術コミュニケーションと研究活動 20分
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RMIT University

• 1887年設立

• キャンパス
• メルボルン

• ヴェトナム

• 4学部
• College of Business and 
Law

• College of Design and 
Social Context

• College of Vocational 
Education

• STEM College

• 学生数 90,310名
• 学部生 54,349名

• 大学院生 15,923名

• その他（学部） 4,556名

• 高等専門教育生 12,772名

• その他 2,710名

• スタッフ 5,594.45名(FTE)
• 教員（高等教育）2,126.91名

• 教員（専門教育）541.78名

• 専門職 2,925.76名

15
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図書館は、研究プロセス全体にわたりみなさんを
支援し、みなさんの研究を共有し、管理し、促進
する資源、助言、学習の機会を提供します。
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文献探索
参照文献の扱い

著作権

研究にかかる
文書作成

リポジトリ 研究データ管理

オープンリサーチ
戦略的な

研究成果公開
研究者情報と

ORCID
研究評価と
Altmetrics



図書館の体制

Director Library Services

• Learning Team

• Teaching and Research Team

• Quality Engagement Team

• Collections Team

• Library Services Team (Vietnam)
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学術コミュニケーションと研究活動

•研究成果と研究対象

•学術コミュニケーションと研究活動を取り
巻く環境の変化

21



『文部科学省における研究及び開発に関
する評価指針』

• 定量的指標による評価方法には限界があり、ピアレビューによる研究内
容の質の面での評価を基本とする。その際、数量的な情報・データ等を
評価指標として用いる場合には、前述に述べた観点を踏まえ、慎重な態
度が求められる。

• 人文・社会科学の研究は、人類の精神文化や人類・社会に生起する諸々
（もろもろ）の現象や問題を対象とし、これを解釈し、意味付けていく
という特性を持った学問であり、個人の価値観が評価に反映される部分
が大きいという点に配慮する。人文・社会科学の研究の評価においては、
例えば、「教養」の形成に資する著書、公開講座、メディア等を通じた
様々な成果発信やアウトリーチ活動、漢学や日本学等における索引・目
録の作成、日本語希少原典等の外国語への翻訳等、人文・社会科学の特
性を踏まえた評価の項目等を充実させていくことが必要である。また、
研究を通じた課題解決への貢献を一層推進するため、研究が社会とどの
ような結節点を持つのかという観点を踏まえて、社会的貢献・領域間連
携・グローバル化を目指す研究を積極的に評価するとともに、プログラ
ムの目的等に応じ、実務者との研究成果の普及に向けた協力等について
も評価の視点として適切に取り入れられることが重要である。

22

（出典：文部科学大臣決定. “文部科学省における研究及び開発に関する評価指針”. 文部科学省, 2017-04-01, 
https://www.mext.go.jp/component/a_menu/science/detail/__icsFiles/afieldfile/2017/05/02/1314492_1.pdf, (参照2023-07-08).）



ERA (Excellence in Research for Australia) 2023

従来型の研究成果 非従来型の研究成果

• 査読付き論文
• 研究図書
• 研究図書の章
• 査読付き会議論文

• オリジナルの創作物
• 創作性のある実演
• 記録・表現された創作物
• 企画・開催した公的な展

示やイベント
• 外部機関からの依頼によ

る研究報告
• ポートフォリオ（一連の

研究成果）

23

（出典：“ERA 2023 Submission Guidelines.” Australian Research Council, 2022, https://www.arc.gov.au/excellence-research-australia/era-2023, 
(accessed 2023-07-08).）



REF (Research Excellence Framework) 2021

図書（の一部）

• A 著書

• B 編著書

• C 図書の章

• R 学術版（Scholarly edition）

雑誌論文

• D 雑誌論文

• E 会議論文

• U ワーキングペーパー

有形の作品

• L 作品

• P 装置、製品

展示、実演

• M 展示

• I 実演

その他のドキュメント

• F 特許

• J 楽曲

• K デザイン

• N 外部機関の依頼による研究報告

• O 外部機関の依頼による機密報告

デジタル作品

• G ソフトウェア

• H ウェブサイトのコンテンツ

• Q デジタルまたは視覚メディア

• S 研究データセット、データベース

その他

• V 翻訳

• T その他

24

（出典：“Guidance on submissions.” Higher Education Funding Council for England, 2019, https://ref.ac.uk/publications-and-
reports/guidance-on-submissions-201901/, (accessed 2023-07-08).）



参考 researchmap

• 0.プロフィール情報
• 1.研究キーワード
• 2.研究分野
• 3.経歴
• 4.学歴
• 5.委員歴
• 6.受賞
• 7.論文
• 8.MISC
• 9.書籍等出版物
• 10.講演・口頭発表等

• 11.担当経験のある科目
（授業）

• 12.所属学協会
• 13.Works（作品等）
• 14.共同研究・競争的資
金等の研究課題

• 15.産業財産権
• 16.社会貢献活動
• 17.メディア報道
• 18.学術貢献活動
• 19.その他

25



26

研究、データ
収集・分析

発見・流通 執筆

公表
（出版）

ピアレビュー

研究成果の
多様な捉えかた

研究対象と
その変容



学術コミュニケーションと研究活動を取
り巻く環境の変化

(1) メディア

• 情報通信技術の発達とインターネットの高速化、高機能化

• 学術雑誌の電子化

• オープンアクセス（OA）

• オープンデータ

• オープンサイエンス

• デジタルライブラリ、デジタルアーカイブ

(2) 政策

• OA、オープンサイエンスを推進する研究支援（研究助成）

• DX

• 研究評価

27
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学術（情報）コミュニケーションとは 20分

学術コミュニケーションと図書館サービ
ス（事例）

15分

学術コミュニケーションと研究活動 20分

学術コミュニケーションにかかる最近の
話題

15分

まとめ 5分
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29

棚橋佳子著. ジャーナル・インパクト
ファクターの基礎知識 : ライデン声明
以降のJIF. 樹村房, 2022.

南山泰之編, 池内有為 [ほか] 著. 
オープンサイエンスにまつわる論点 : 
変革する学術コミュニケーション. 樹
村房, 2023.



学術コミュニケーションにかかる最近の話題

•政策

•オープンアクセス

•研究評価

•多様性、公平性、包括性

•デジタル化

30



政策

•第6期科学技術・イノベーション基本計画(2021年3
月26日)

•統合イノベーション戦略2023(2023年6月9日)

• G7仙台科学技術大臣会合

• G7 Science and Technology Ministers' 
Communique(2023年5月12-14日)

•オープンサイエンス時代における大学図書館の在
り方について(審議のまとめ)(2023年1月25日)

•「2030デジタル・ライブラリー」推進に関する検
討会

31



G7 Science and Technology Ministers’
Communique (G7科学技術大臣コミュニケ)

1. 科学研究における自由と包摂性の尊重及びオー
プン・サイエンスの推進

• G7は、FAIR原則に沿って、科学的知識並びに研究
データ及び学術出版物を含む公的資金による研究
成果の公平な普及による、オープン ・サイエン
スの拡大のために協力する。

• G7は、公的資金による学術出版物及び科学データ
への即時のオープンで公共的なアクセスを支援し、
適切な科学的成果のより広範な共有のための学術
出版における課題に対処する科学界の努力を支持
する。

32

（出典：科学技術・イノベーション推進事務局. “G7科学技術大臣コミュニケ（仮訳）” 内閣府, 2023, https://www8.cao.go.jp/cstp/kokusaiteki/g7_2023/
230513_g7_kariyaku.pdf, (参照2023-07-08).）



統合イノベーション戦略2023
第1章 2. (2) 知の基盤（研究力）と人材育成の強化

③ 価値観を共有する同志国やパートナー国との連携

（学術論文等のオープンアクセス化の推進）

公的資金によって生み出された論文や研究データ等の研究成果は国民に広く還
元されるべきものであるが、その流通はグローバルな学術出版社等（学術プラッ
トフォーマー）の市場支配の下に置かれ、購読料や論文のオープンアクセス掲載
公開料（ＡＰＣ: Article Processing Charge）の高騰が進んでいる。この高騰は
学術雑誌の購読や論文の出版という学術研究の根幹に係る大学、研究者等の費用
負担を増大させ、研究コミュニティの自律性を損なうなどの悪影響をもたらす可
能性がある。我が国の競争力を高めるために、研究者が自らの研究成果を自由に
かつ広く公開・共有することができ、国民が広くその知的資産にアクセスできる
環境の構築が必要である。このため、公的資金による論文、研究データ等の研究
成果を新たな科学技術・イノベーションの創出や社会課題の解決につなげるべく、
プレプリントなどの新たな形態を含めた多様な知へのアクセスを担保する取組を
推進する。

また、本年５月に日本で開催された G７広島サミット及びＧ７仙台科学技術大
臣会合を踏まえ、我が国の競争的研究費制度における 2025年度新規公募分からの
学術論文等の即時オープンアクセスの実現に向けた国の方針を策定する。(後略)

33

（出典：“統合イノベーション戦略2023” 内閣府, 2023-06-09, https://www8.cao.go.jp/cstp/tougosenryaku/togo2023_honbun.pdf, (参照2023-07-08).）



オープンアクセス

(1) 購読モデルからOA出版モデルへの転換

• 移行契約、転換契約（transformative agreements）

• 国内の動き： JUSTICE、Oxford University Press、
Elsevier、Wileyなど

(2) OAと格差問題

• 「購読の壁」から「出版の壁」へ

• ダイヤモンドOA： BOAI20など

(3)プレプリント

• Jxiv

34



「購読の壁」

35



「出版の壁」

36

（出典：Kowaltowski, Alicia et al. “The push for open access is making science less inclusive.” Times Higher Education. 2021-08-31, 
https://www.timeshighereducation.com/opinion/push-open-access-making-science-less-inclusive, (accessed 2023-07-08).）



「出版の壁」

37

（出典：池内有為, 林和弘. “論文のオープンアクセスとプレプリントに関する実態調査2022 : オープンサイエンスにおける日本の現状”.文部科学省科学技術
・学術政策研究所, 2023. http://hdl.handle.net/11035/00006768, (参照2023-07-08).）



研究評価

•政策や研究評価指標が研究成果にもたらす影響

38

（出典：佐藤郁哉. 英国における研究評価事業：制御不能の怪物（モンスター）か苦い良薬か？. 情報の科学と技術. 2017, 67(4), p.167, 
https://doi.org/10.18919/jkg.67.4_164, (参照2023-07-08).）



多様性、公平性、包括性

(1) 地域

• ポストコロニアル時代のオープンアクセス

• 図書館コレクションの多様性

(2) 国際共通言語としての英語

• 日本語で学術雑誌を発行する意義

• 「日本」を対象とする研究と研究成果発表

(3) ジェンダー

• ジェンダー格差

• ジェンダーと典拠
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ジェンダー

•ジェンダー格差 •ジェンダーと典拠

40

（出典：藤波優. (Think Gender)論文の女性著者、減少 コロナ禍が影響、家事負担に偏り. 
朝日新聞デジタル. 2021-03-21, https://digital.asahi.com/articles/DA3S14844126.html, 
(参照2023-07-08).）

（出典：藤戸敬貴. E2405 - 学術論文における著者名表記の変更：主に性自認をめぐって. 
カレントアウェアネス-E. 2021, 416, https://current.ndl.go.jp/e2405, (参照2023-07-08).）



デジタル化

•デジタル技術がも
たらすもの

•デジタル技術でこ
ぼれおちるもの

41

（出典：北村浩貴. 広島大が「角筆資料室」を新設. 朝日新聞デジタル. 2020-08-30, 
https://digital.asahi.com/articles/ASN8Y7QKWN8YPITB009.html, (参照2023-07-08).）



まとめ

・学術コミュニケーションは研究活動の一部である。

・学術コミュニケーションは多様な要素から構成され、
それぞれで求められる知識や技術は幅広い。

・学術コミュニケーションには多様な関係者が存在す
る。

・研究成果は多様である。

・研究活動は政策や社会情勢など、それを取り巻く環
境から大きな影響を受ける。

・これらを理解し、全体を俯瞰して、大学図書館サー
ビスを開発する必要がある。
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みなさんの今後のご活躍を期待し
ています
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ご清聴ありがとうございました


